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第 1 特 集  ／ 2023年大予測

利
の
幅
は
₃
〜
₄
％
で
あ
り
、
そ
れ
を

大
幅
に
上
回
る
と
、
イ
ン
フ
レ
へ
の
効

果
が
薄
れ
る
一
方
で
、
失
業
な
ど
、
雇

用
や
成
長
に
影
響
が
出
る
（
注
：
政
策

金
利
は
最
終
的
に
₄
・
₅
％
を
超
え
る

見
通
し
）。

│
│
コ
ロ
ナ
禍
は
、
米
国
経
済
や
世
界

経
済
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
と
思
い
ま
す
か
。

　

状
況
は
改
善
し
て
い
る
。
当
初
は
、

物
流
・
配
送
の
混
乱
や
工
場
な
ど
の
交

代
勤
務
労
働
者
の
不
足
な
ど
、
サ
プ
ラ

イ
サ
イ
ド
の
大
混
乱
が
起
こ
っ
た
。
だ

が
、
一
部
は
す
で
に
解
決
済
み
で
、
他

の
問
題
は
解
決
途
上
に
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
世
界
経
済
の
回
復
力
は
、

ま
だ
不
十
分
だ
。
米
国
が
₂₂
年
₈
月
、

半
導
体
の
開
発
や
生
産
を
後
押
し
す
る

「
半
導
体
補
助
金
法
」
を
成
立
さ
せ
た

の
も
、
そ
の
た
め
だ
。
半
導
体
は
台
湾

頼
み
、
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

コ
ロ
ナ
禍
は
、
世
界
経
済
の
大
転
換
点

に
な
っ
た
。

　

中
国
が
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
し
て
、
思

っ
た
ほ
ど
頼
り
に
な
る
存
在
で
は
な
い

こ
と
が
わ
か
っ
た
点
も
、
コ
ロ
ナ
禍
に

フ
レ
と
違
い
、「
過
剰
需
要
」
が
要
因

で
は
な
い
か
ら
だ
。
米
国
経
済
の
総
需

要
は
、
総
供
給
力
を
意
味
す
る
「
潜
在

Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
）」
を
超
過
し

て
い
な
い
。
サ
プ
ラ
イ
サ
イ
ド
の
障
害

に
端
を
発
し
た
イ
ン
フ
レ
だ
。

　

ま
ず
、
半
導
体
不
足
で
、
自
動
車
価

格
が
高
騰
。
そ
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の

住
居
の
移
動
で
、
需
要
増
の
地
域
で
家

賃
が
高
騰
し
た
。
つ
ま
り
、
利
上
げ
を

し
て
も
、
原
油
や
食
料
の
不
足
は
解
消

さ
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
利
上
げ
に
よ
り
、

サ
プ
ラ
イ
サ
イ
ド
の
不
足
を
解
消
す
る

た
め
の
投
資
が
難
し
く
な
る
。

　

企
業
も
短
期
的
な
利
益
を
求
め
、
値

上
げ
に
走
る
。
値
上
げ
に
よ
る
顧
客
離

れ
で
長
期
的
に
は
減
益
に
な
る
と
し
て

も
、
だ
。
利
上
げ
は
短
期
的
行
動
と
イ

ン
フ
レ
を
誘
発
し
か
ね
な
い
。

│
│
米
連
邦
準
備
理
事
会
（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）

は
今
後
、
利
上
げ
の
ペ
ー
ス
を
落
と
す

よ
う
で
す
。

　

Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
経
済
の
捉
え
方
も
、
よ
う

や
く
私
の
見
方
に
近
づ
い
て
き
た
よ
う

だ
。
そ
れ
で
も
、
ま
だ
行
き
過
ぎ
だ
と

懸
念
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
私
は
金

利
の
正
常
化
を
強
く
支
持
し
、
ゼ
ロ
金

利
が
正
し
い
と
は
思
っ
て
い
な
い
が
。

　

し
か
し
、
米
国
の
金
利
は
、
す
で
に

正
常
化
し
て
い
る
。
イ
ン
フ
レ
も
ピ
ー

ク
ア
ウ
ト
し
た
。
歴
史
的
な
米
政
策
金

ロ
ナ
禍
以
前
の
世
界
に

完
全
に
戻
る
こ
と
は
な

い
」
と
語
る
、
ノ
ー
ベ

ル
賞
受
賞
経
済
学
者
の
ジ
ョ
セ
フ
・
ス

テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
教
授
。

　

イ
ン
フ
レ
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
、
コ

ロ
ナ
禍
、
景
気
後
退
リ
ス
ク
。
米
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
学
教
授
の
同
氏
が
、
不
確
実

性
に
満
ち
た
₂
₀
₂
₃
年
を
予
測
す
る
。

│
│
米
国
経
済
の
現
状
を
ど
う
み
ま
す

か
。
教
授
は
22
年
秋
、
米
Ｃ
Ｎ
Ｂ
Ｃ
の

取
材
に
対
し
、「
利
上
げ
は
、
イ
ン
フ

レ
の
主
因
で
あ
る
サ
プ
ラ
イ
サ
イ
ド

（
供
給
側
）
の
障
害
を
解
消
し
な
い
」

と
い
う
指
摘
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
イ
ン
フ
レ
は
、
通
常
の
イ
ン

世
界
経
済
の
回
復
は
不
十
分

 「
コ

経
済
学
者

ジ
ョ
セ
フ・

ス
ティ
グ
リ
ッ
ツ

001【
世
界
経
済
】
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の
た
め
の
大
型
財
政
出
動
を
決
行
し
、

「
イ
ン
フ
ラ
投
資
法
」
や
、
大
規
模
な

気
候
変
動
対
策
が
目
玉
の
「
イ
ン
フ
レ

抑
制
法
」（
Ｉ
Ｒ
Ａ
）
を
成
立
さ
せ
た
。

オ
バ
マ
政
権
が
₈
年
間
で
残
し
た
成
果

以
上
だ
と
い
う
声
も
聞
か
れ
る
。

　

だ
が
、
リ
ス
ク
も
あ
る
。
共
和
党
支

配
の
下
院
が
債
務
上
限
問
題
で
難
渋
し

て
政
府
資
金
が
枯
渇
し
、
連
邦
政
府
機

関
を
閉
鎖
に
追
い
込
む
な
ど
の
無
謀
な

行
動
に
出
る
こ
と
だ
。
共
和
党
は
党
内

が
分
断
さ
れ
て
い
る
た
め
、
指
導
層
が

立
ち
往
生
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、

米
国
経
済
が
、
過
度
の
利
上
げ
に
よ
る
、

ま
っ
た
く
必
然
性
の
な
い
景
気
後
退
に

陥
る
可
能
性
も
憂
慮
し
て
い
る
。

│
│
ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領
は
22
年
11
月

15
日
、
大
統
領
選
挙
へ
の
再
出
馬
を
宣

言
し
ま
し
た
。
同
氏
が
政
権
を
奪
還
し

た
場
合
、
米
国
社
会
に
ど
の
よ
う
な
影

響
が
及
ぶ
で
し
ょ
う
？

　

中
間
選
挙
の
結
果
を
見
る
限
り
、
米

国
人
は
、
過
激
な
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
が
率

い
る
政
府
を
望
ん
で
い
な
い
と
思
う
。

　

し
か
し
、
仮
に
ト
ラ
ン
プ
が
再
び
政

権
を
握
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
民
主
主
義

へ
の
脅
威
と
な
り
、
₁₆
年
よ
り
、
は
る

か
に
危
険
だ
。
彼
の
陣
営
は
、
民
主
主

義
や
政
府
を
弱
体
化
す
る
す
べ
を
体
得

し
て
し
ま
っ
た
か
ら
だ
。

　

彼
が
任
命
し
た
連
邦
最
高
裁
判
所
判

事
ら
に
は
、
世
論
へ
の
配
慮
が
ほ
と
ん

ど
な
い
。
人
工
妊
娠
中
絶
問
題
で「
ロ

ー
対
ウ
ェ
イ
ド
判
決
」を
覆
す
な
ど
、法

よ
り
も
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
自
ら
の
議

題
に
強
く
突
き
動
か
さ
れ
た
決
定
を
下

し
て
い
る
。

　

非
常
に
問
題
の
多
い
最
高
裁
と
、
民

主
主
義
を
信
じ
な
い
大
統
領
│
│
。
こ

の
組
み
合
わ
せ
は
、
米
国
に
破
滅
的
な

状
況
を
も
た
ら
す
。

な
る
で
し
ょ
う
？

　

大
き
な
「
未
知
」
が
待
ち
受
け
て
お

り
、
予
測
を
立
て
る
の
が
困
難
だ
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
は
い
つ
ま
で
続
く

の
か
。
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
な
ど
の
独
裁

政
権
は
原
油
の
供
給
を
ど
こ
ま
で
制
限

し
、
価
格
を
吊
り
上
げ
る
の
か
。
コ
ロ

ナ
禍
は
今
後
、
ど
の
く
ら
い
収
束
せ
ず
、

中
国
は
不
適
切
な
感
染
対
策
を
ど
こ
ま

で
続
け
る
の
か
。

　

そ
し
て
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
や
他
国
の
中
央
銀

行
は
ど
こ
ま
で
利
上
げ
を
続
け
る
の
か
。

過
度
の
利
上
げ
は
世
界
金
融
危
機
を
招

き
、
多
く
の
国
々
に
債
務
危
機
を
引
き

起
こ
し
か
ね
な
い
。

　

一
方
、
米
国
で
は
「
ね
じ
れ
議
会
」

に
よ
り
、
ワ
シ
ン
ト
ン
は
膠
着
状
態
に

陥
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
バ
イ
デ
ン
政

権
が
す
で
に
大
き
な
功
績
を
上
げ
て
い

る
こ
と
が
救
い
だ
。
支
持
率
に
は
反
映

さ
れ
て
い
な
い
が
ね
。

　

現
政
権
は
こ
の
₂
年
で
、
景
気
回
復

よ
る
変
化
の
₁
つ
だ
。
そ
の
背
景
に
は
、

長
引
く
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
や
、（
外
国
製

の
）
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
を
使
わ
な
い

と
い
っ
た
事
情
が
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
は
コ
ロ
ナ
禍
と
は
関
係

な
い
が
、
米
中
の
「
新
冷
戦
」
が
顕
在

化
し
た
こ
と
も
、
世
界
に
と
っ
て
大
き

な
変
化
だ
。「
新
冷
戦
」
と
い
う
言
葉

を
嫌
う
人
も
い
る
が
、
米
中
が
新
た
な

緊
張
関
係
に
あ
る
こ
と
は
明
白
だ
。

　

そ
の
要
因
の
₁
つ
が
、
ロ
シ
ア
・
ウ

ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
対
す
る
両
国
の
立
場

の
相
違
だ
。
日
米
や
欧
州
は
、
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
国
際
的
な
法
規

範
の
侵
害
だ
と
強
く
感
じ
て
い
る
。

　

中
国
が
香
港
の
民
主
主
義
を
侵
害
し

た
こ
と
も
、
多
く
の
米
国
人
に
大
き
な

影
響
を
与
え
た
。
中
国
の
行
動
は
「
一

国
二
制
度
」
の
原
則
に
反
し
て
い
る
。

│
│
22
年
11
月
の
米
中
間
選
挙
で
、
共

和
党
の
下
院
過
半
数
奪
回
が
決
ま
り
ま

し
た
。
イ
ン
フ
レ
や
景
気
後
退
の
可
能

性
、「
ね
じ
れ
議
会
」
の
影
響
な
ど
、

新
年
の
米
国
経
済
や
世
界
経
済
は
ど
う

「
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
過
度
の
利
上
げ
は

�

世
界
金
融
危
機
を
招
く
」ひ

だ
・
み
さ
こ　

東
京
都
出
身
。『
ニ
ュ
ー
ズ
ウ

ィ
ー
ク
日
本
版
』編
集
な
ど
を
経
て
Ｎ
Ｙ
移
住
。

米
系
企
業
な
ど
に
勤
務
後
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

と
し
て
独
立
。米
経
済
問
題
や
大
統
領
選
挙
を

取
材
。欧
米
識
者
へ
の
取
材
多
数
。
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